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を満たす実数�[，\�を求めよう。

真数の条件により，[，\�のとり得る値の範囲は� ア �である。 ア �に当てはまるも

のを，次の��～��のうちから一つ選べ。ただし，対数� DORJ E �に対し，D�を底といい，E�

を真数という。
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